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「小矢部市まちづくり研究会（第２期生）先進地視察研修報告書」 

 １班 氏 名 北 喜樹 

 

 

 先進地視察について 

 

 今回の先進地視察については、岐阜県郡上市における「地域の生き残り策」について学ぶ機会をいただ

きました。 

 郡上市については、観光の目玉となる「盆踊り」があり、キャパを超える観光客が訪れるとのことでし

たが、市内を見渡す限り、工場やショッピングセンターなどは見あたらず、どのような雇用があって経済

が成り立っているのかと人ごとながら不安になりました。 

 市内の散策では、外の観光客と行き交うこともほとんど無く、実に閑散としていましたが、それでも観

光産業で成り立つのかと思うと、いかにシーズン中の客入りが大きいことかと驚きます。 

 

 さて、この観光客はなぜ郡上市にくるのかと考えますと、やはり、都会の人々が持つ郡上市のイメージ

にあると思います。 

 古い街並みは閑散ではなく閑静でなり、盆踊りは住民になりきれる疑似体験となっているのかな、と思

います。 

 また、飛騨牛に代表されるように、酪農のイメージが強く、「肉や乳製品を作っているところ」として

「手作りでおいしい」そうなイメージが強くあります。（私だけでしょうか？） 

 そのため、田舎の手作りブランドになっており、それらを食べる為に観光客が訪れるのだろうと思いま

す。 

 

 視察先にて特に強く感じたことは、住民の盛り上がり、関係者の志の高さが大切。 

 明宝レディースのような企業ありきではない活動が小矢部市にもあるはず。（思いつくものであれば、

野菊の会のニシンこんか漬け。など） 

 

 なによりも、小矢部市のイメージづくりが大切であり、官と多くの民による連係プレーの方策を、今後

検討していければいいのではないでしょうか。 

 

 

以上 
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「小矢部市まちづくり研究会（第２期生）先進地視察研修報告書」 

  １班 氏 名 竹嶌雅恵 

 

視察研修全体を通じ、視察先関係者に共通して、それぞれの地域の長所短所を踏まえたうえで、地域の

力を活かそうと取り組んでいる熱意を感じました。また、それぞれ地域を捉える見方が様々であり、自分

が小矢部市を考えるにあたって硬い頭になりつつあるところを、“目から鱗”で新しい見方も発見でき、

とても有意義な視察研修になったと思います。 

いくつか、印象に残った視察先と学んだことを以下のとおり報告いたします。 

 

◆道の駅 明宝（明宝麿墨の里公園） 

 東海北陸自動車道の影響で、道の駅周辺への交通量が減少している。平成10年度と比較すると約40%

程度の交通量となっており、道の駅での収益の資料提示はなかったものの、減収であろうと想像できた。

しかし、関係者の話しを聞くと、さほどの減収でもない様子であった。“明宝ハム”や“明宝ケチャッ

プ”など、全国的に有名な明宝地域の特産品があることによって、道の駅での収益が確保されていると

思われた。このことにより、特産品として一つのブランド化されている商品がないと、道の駅での増益

は難しいと感じた。やはり、今盛んに言っている『小矢部ブランド』が必要になってくるだろう。 

今後は地域活性のために、地域のブランド化は重要課題と思われる。明宝ハムは東海地域の一部報道

に取り上げられたことや、明宝ケチャップがＴＶの料理番組で紹介されたこと等、マスメディアによっ

て全国的に宣伝できたことが、認知されるきっかけとなっていた。ＴＶ報道も地方版だけでなく、北陸・

中部・全国と、広い地域でのＰＲが必要と考える。良いものを作っていても、周知されなくては意味が

無く、宣伝の方法も地域ブランド化の中で一体的に考えるべき事項だと思った。 

 

◆ツインタワー１３８ 

 国営公園の一角にあることから、規模や予算等も大きく、冬期イルミネーションの費用も数千万円と

いう額であった。タワー周辺の公園のデザインを見ていて素敵だと思ったが、経費を聞いて、クロスラ

ンドでは難しい規模と思うしかなかった。 

 しかし、イルミネーションは無理だとしても、いくつか面白いアイディアがあった。まずは、タワー

から紙飛行機を飛ばす企画。紙の横にはペンが用意されていたり、雨に溶けて土に返る紙を使用したり

と、工夫がされていた。子供達が喜ぶ企画ではないかと思った。この他に、展望階で『天使のクリスマ

スステージ』という市内幼稚園等の児童による演奏発表など実施していた。児童が出演するとなれば、

保護者も必然的に巻き込むことが可能なので、こういった企画は来館者を増やす意味でも、市民がクロ

スランドタワーに親しみを持ってもらう意味でも、良いのではないかと思った。 

 

◆クックラひるがの 

  東海北陸道ひるがの高原ＳＡやスマートＩＣに隣接し、自動車道の中間地点という立地条件から『物

と情報のあふれる地域づくり』をコンセプトにしている施設。富山県～岐阜県～愛知県の自動車道沿線

地域の特産物等を集合させて販売する考え方には、本当に驚いた。地元ブランドが重要と思っていたが、

ブランド化しなくても、地域の特性をうまく利用していると思う。岐阜の山奥なのに、氷見の魚が堂々

と並んでいる姿には、本当にビックリした。富山県人にすれば、「岐阜まで来て、氷見の魚？！」と思

ったが、岐阜・愛知からやって来た人には、嬉しいことなのかもしれない。 

  これは、小矢部市にも言えることだと感じた。富山県の端である小矢部市は、富山の入口であり出口

でもある。道の駅を例にすると、小矢部市だけでなく富山県の情報を発信する場所と考えれば、富山県

内の特産物が並んでいても不思議ではない。国道８号線から石川県に移動する人達にとっては、富山県

の物が購入できる最後の場所だし、富山県に入ってきた人達にとっては、富山県に触れる最初の場所で

ある。この小矢部市にしかない特性を活かせる方法がないかと、今後考えてみたくなった。 
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「小矢部市まちづくり研究会（第２期生）先進地視察研修報告書」 

２ 班 氏 名 船見 幸広 

 

 今回の先進地視察研修では、どの視察先でも「まちづくり」につながる多くのヒントを得ることができ

た。しかし、それを我がまち「小矢部市」に採用した場合、果たして同じような効果を期待できるのか考

え込んでしまった。 

 郡上市では町並み環境整備と「郡上おどり」について説明をうけた。「水辺空間を活かしたまちづくり」

は地域住民の熱意によって、官民一体となって推し進められた。当然、整備には多大な費用がかかったで

あろうし、これからの維持管理には大変な労力を必要とするであろう。しかし、そのようなまちづくりを

進めた結果、地元の憩いの場として活用され、さらに多くの観光客を呼び込む目玉となったのである。も

ともと水のまちとして知られていただけに、近年高まりつつある「癒し」と「エコロジー」との相乗効果

により、観光の一役を担うようになったものと思われる。先見性の高い投資であったと思われる。 

今夏に郡上市を訪れた際、多くの観光客でにぎわっており、目当てのそば屋は長蛇の列ができていた。

町の路地の至る所に人がいて、皆それぞれに町並み観光を楽しんでいた。今回、町並みを案内してもらっ

た際に気づいた点がいくつかあった。所々にちょっと立ち寄れるショップがあるということである。五平

餅やみたらしだんごを売っている店、新酒を試飲できる酒屋、そして小さなギャラリーが点在していて、

なんとなく購買意欲をくすぐられる思いがした。案内看板も市内各所に設置されていた。もともと「郡上

おどり」で多くの観光客が訪れるため、駐車場やトイレなど、観光客を受け入れる体制づくりがきちんと

なされているのであろう。小矢部市も観光に値する史跡・名所はたくさんあるが、十分な案内（パンフレ

ット・看板の整備）がされていないなど、観光客への配慮が足りず、せっかく訪れても印象に残りにくい

感じがする。 

また「郡上おどり」には祭りそのものに人を惹きつける要素が含まれている。「郡上おどり」のような

参加型の祭りは主催者と観光客が一体となって祭りを盛り上げることができるので、リピーターも多いで

あろうし、全国的に報道され、雑誌等でも紹介されることから、新規開拓（観光ＰＲ）のチャンスが見込

まれる。小矢部市でも「曳山祭」「獅子舞祭」「夜高あんどん祭」など、魅力的な祭りは多い。しかし、ど

ちらかというと地域の中で培ってきた祭りであるがゆえに、いわゆる「見せる」祭りである。その場合、

いかに見せるか、いかにＰＲするかを考慮しないと、「地元の祭り」だけで終わってしまう。現在、小矢

部市では「火牛まつり」が参加型イベントとして定着しつつあり、年々活気を増してきていると思われる。

しかし、伝統に裏打ちされたものがなく、その上、レース主体だと住民と見物客が一体になる機会が少な

いので、今後の展開に一考を要すると思われる。 

マイナス思考ではいけないが、今回の研修中、ずっと「小矢部市の場合・・・」といった考えが頭の中

を占めていた。それに対する自分なりの明確な答えは今現在も見つからない。 

しかしながら、今回の研修の中で、特に感銘をうけたのは「クックラひるがの」での話である。「地域

の活性化」は「人づくり」であるということ。「人づくり」は「人材の育成」という意味合いが強いが、

「ネットワークづくり」も大切だということを学んだ。どれだけいい企画を持っていても、それを実行す

るには一人では遂行できない。みんなで議論し、同じ目標に向かって進んでいくこと。成功者の足を引っ

張るのではなく、みんなで同じテーブルに座り、いろんな意見を出し合い、地域と交わり、じっくりと腰

をすえて取り組むことが必要であると思われる。また、楽しく継続することが大切であり、さらに情報発

信の必要性も教わった。 

我が２班では「食」をテーマに商品のブランド化を検討している。考えるだけでは意味がない。一期生

からはテーマについて深く掘り下げて調査・研究し、実行することが大切だと教わった。しかし、「食」

だけでは一過性に終わってしまう可能性が高い。高岡市のコロッケや氷見市のカレーなど、同じように

「食」に力を入れているまちがあるだけに、二番煎じでは意味がない。今一度、小矢部の歴史・伝統・文

化を見直し、そのうえで小矢部市の背丈に合った観光戦略を練り、ブランド化を図る必要がある。 

二期生としての任期もすでに１／４ほど過ぎてしまった。これからは、今回の研修で教わったことを参

考に、小矢部の潜在能力を掘り起こし、今あるものを有効に利用し、何らかの「仕掛け」を織り交ぜつつ、

結果を出していきたいと思う。 
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